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研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：社会福祉学 

キーワード：ソーシャルワーク 

 

１． 研究計画の概要 

(1) ケアマネジメントとソーシャルワーク

の関係を理論的に整理するだけではな

く、現実にソーシャルワーカーとケアマ

ネジャーの業務の違いを明らかにする。 

(2) ケアマネジメントでは行っていないソ

ーシャルワークの業務を抽出する。 

(3) ソーシャルワーク独自の業務の方法を

明確にする。 

(4) ソーシャルワークとケアマネジメント

の関係を明らかにする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 現状でのソーシャルワーカーとケアマ

ネジャーとの業務内容の比較調査の結

果、ソーシャルワーカーの業務内容はケ

アマネジャーの業務内容よりも広く捉

えており、個人や組織・団体への関わり

だけでなく、地域社会への関わりを業務

内容までに含めている。但し、ソーシャ

ルワーカーの現実の業務遂行状態は、地

域社会への関わりが弱く、ケアマネジャ

ーの業務内容とほとんど変わらないこ

とが明らかになった。 

(2) ソーシャルワーカーの地域を対象にし

た関わりは、地域住民や専門家によるネ

ットワークづくりであり、具体的には、

利用者の発見システム、地域での住民の

サポートシステム、地域住民の自主的な

活動、多職種専門家の連携システムとい

ったことであることが明らかになって

きた。 

(3) これらを実施することでの、日本、韓国、

中国での先進的なソーシャルワーカー

の分析から、以下のような方法が必要な

ことが明らかになった。 

ソーシャルワークが関わっているネット

ワークには地域住民を巻き込んだ住民主体

ネットワーク活動と、様々な地域の課題に対

応する専門職のみで形成された専門職ネッ

トワークの 2パターンが存在することが明ら

かになった。住民主体ネットワーク活動の実

施には、＜地域住民の主体的な意思＞が必要

不可欠であり、ソーシャルワーカーは＜自発

的な住民活動に対する側面的支援＞や＜住

民活動の段階に応じた関わりの調整＞とい

った【ネットワーク推進のための専門職とし

ての支援】を行う。住民主体ネットワーク活

動が定着した後は、＜確立したネットワーク

活動の拡充＞や＜確立したネットワークを

モデルとした他地域でのネットワーク展開

＞等、ネットワークを広げるために様々な実

践を行う。また、【住民主体ネットワークに

よる影響】として、＜地域の要援護者の早期

発見＞や＜住民同士の結束の強化＞等の効

果があることが明らかになった。また、専門

職ネットワークは、＜個別ケースの対応・業

務を通じた関係作り＞にから始まり、＜地域

福祉を推進するための専門職間の連携＞に

より確立されるプロセスが明らかになった。

この専門職ネットワークは住民主体ネット

ワークに比して多くのソーシャルワーカー

が実践しており、比較的形成しやすいネット

ワークであることが分かった。 
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３．現在までの達成度 

研究計画の概要である(1)(2)を終え、さらに

(3)についてもほぼ全体像をつかむまでに達

した。そのため、おおむね順調に進展してい

ると考えている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

最終年度として、以下の方法で残りの研究を

進めていきたい。 

(1) 地域のネットワークに関するプロセスか

ら捉える方法論を明確化する。 

(2) ここで明らかになった方法論を、量的調

査で検証し、(1)についての若干の修正を

行う。 

(3) 理論と実践をつきあわせて、ソーシャル

ワークとケアマネジメントの関係を整理

する。 

(4) 理論と実践をつきあわせて、ソーシャル

ワーカーが実施するケアマネジメントの

あり方について整理する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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